
施政方針及び議案説明 
議会報告 
当初予算 
ふるさと安心・安全出発式 
国民年金 
こんにちは保健師です 
社協だより 
ひろば 
伝言板 
4月の行事予定表 

APR.

＊本郷中学校を卒業したみんなに聞いてみました。 

① ② ① ② ① ② ① ② ① ② ① ② ① ② ① ② ① ② ① ② ① ② ① ② ① ② ① ② 

①将来の夢は？ 
②あなたが村長になったら、なにをしたい？ 
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本
日
は
、
平
成
17
年
度
当
初
予
算
案
及

び
そ
の
他
の
案
件
に
つ
き
ま
し
て
ご
審
議

い
た
だ
く
た
め
議
員
の
皆
様
に
は
大
変
ご

多
忙
な
時
期
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

平
素
は
村
行
政
の
推
進
及
び
村
勢
発
展

の
た
め
格
別
の
ご
尽
力
と
ご
理
解
を
賜
り
、

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
円
滑
に
、
し
か
も
確

実
に
推
移
し
て
お
り
、
改
め
て
議
員
各
位

の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

そ
れ
で
は
、
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、

今
後
の
村
政
運
営
に
関
す
る
私
の
所
信
の

一
端
を
申
し
述
べ
議
員
各
位
及
び
村
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。 

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆ 

ま
ず
、
本
村
の
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
平
成
16
年
度
は
市
町
村

合
併
に
明
け
暮
れ
、
奔
走
し
た
１
年
間
で

も
あ
り
ま
し
た
。
特
に
協
議
途
中
の
玖
珂

町
の
参
画
や
議
員
の
在
任
問
題
は
合
併
期

日
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
結
果
、
協
議

の
中
断
が
約
6
ヶ
月
も
続
い
た
こ
と
は
合

併
特
例
法
の
期
限
で
あ
り
ま
す
本
年
3
月

の
合
併
実
現
は
事
実
上
不
可
能
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。 

協
議
会
で
は
、
8
市
町
村
の
電
算
統
合

の
経
費
に
関
連
し
て
合
併
期
日
を
平
成
18

年
3
月
20
日
と
し
、
2
月
8
日
の
第
6
回

法
定
協
議
会
で
は
新
市
建
設
計
画
の
最
終

確
認
が
行
わ
れ
41
の
協
定
項
目
す
べ
て
が

確
認
承
認
さ
れ
、
当
日
、
開
催
さ
れ
た
合

併
協
定
調
印
式
で
は
、
二
井
県
知
事
立
会

い
の
下
、
8
市
町
村
長
及
び
合
併
協
議
会

委
員
が
署
名
を
行
い
、
無
事
に
合
併
協
定

の
調
印
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

翌
2
月
9
日
に
は
県
知
事
に
対
し
て
合

併
申
請
を
行
い
、
県
議
会
で
は
合
併
関
連

議
案
を
本
定
例
会
に
上
程
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
り
ま
す
。 

ま
さ
に
、
紆
余
曲
折
の
2
年
間
で
あ
り

ま
し
た
が
、
市
町
村
合
併
の
推
進
に
つ
き

ま
し
て
は
議
員
各
位
及
び
合
併
協
議
会
委

員
や
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
る
成
果
で
あ
っ
た
と
考
え
、
改
め
て
す

べ
て
の
皆
様
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

地
方
分
権
が
急
速
に
進
展
す
る
中
、
国

の
三
位
一
体
の
改
革
で
地
方
自
治
体
の
財

政
状
況
は
悪
化
の
一
途
を
辿
り
、
岩
国
地

域
の
各
自
治
体
の
財
政
状
況
は
大
変
厳
し

い
予
算
の
編
成
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

合
併
期
日
が
1
年
間
延
長
し
た
こ
と
に

よ
り
、
合
併
で
自
治
体
の
ス
リ
ム
化
や
行

財
政
改
革
に
取
り
組
み
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

平
成
17
年
度
の
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

体
が
編
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
危
機
的

な
状
況
で
、
当
然
の
如
く
基
金
の
取
り
崩

し
で
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
と
な

り
、
合
併
後
の
新
市
の
財
政
に
も
大
き
な

影
響
が
発
生
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。 

平
成
17
年
度
は
本
郷
村
の
歴
史
を
閉
じ

る
記
念
の
年
で
も
あ
る
と
共
に
、
組
織
・

機
構
の
取
り
扱
い
、
地
方
税
の
取
り
扱
い
、

自
治
会
長
の
身
分
、
消
防
団
の
取
り
扱
い

な
ど
合
併
ま
で
に
解
決
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
重
要
な
事
項
も
残
さ
れ
て
お

り
、
今
後
の
合
併
協
議
会
で
充
分
協
議
し

新
市
へ
の
円
滑
な
移
行
が
達
成
で
き
る
よ

う
議
員
各
位
及
び
合
併
協
議
会
委
員
の
皆

様
と
一
致
協
力
し
て
こ
れ
ら
の
諸
問
題
に

施
政
方
針
及
び
議
案
説
明 

本
郷
村
長
　
藤
　
本
　
雄
　
三 

▲ ２月８日、合併協定調印式で合併協定書に署名をする８市町村長 

本
郷
村
議
会
第
1
回
定
例
会
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取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
の
で

引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

大
変
厳
し
い
時
期
で
の
村
政
運
営
と
な

り
ま
す
が
、
時
代
は
今
、
本
郷
村
に
と
っ

て
も
、
百
年
の
方
向
を
決
め
る
極
め
て
重

要
な
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
お
り
、
こ
う

し
た
時
代
認
識
の
下
、
行
財
政
改
革
に
も

取
り
組
み
な
が
ら
村
民
の
皆
様
の
ご
期
待

に
添
え
る
よ
う
行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
こ

の
窮
状
を
乗
り
越
え
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す

の
で
、
議
員
各
位
及
び
村
民
の
皆
様
の
更

な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆ 

次
に
、
警
察
署
の
統
合
問
題
で
あ
り
ま

す
が
、
議
員
の
皆
様
や
村
民
の
皆
様
の
格

別
な
ご
理
解
に
よ
り
1
3
0
年
の
歴
史
と

伝
統
を
誇
る
本
郷
警
察
署
は
本
年
3
月
31

日
を
も
ち
ま
し
て
、
そ
の
役
割
と
業
務
を

岩
国
警
察
署
に
移
管
し
、
本
郷
村
に
は
複

数
警
察
官
を
配
置
す
る
駐
在
所
が
新
設
さ

れ
現
在
完
成
に
向
け
建
設
が
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

警
察
署
の
統
合
と
本
郷
駐
在
所
の
開
所

を
記
念
す
る
行
事
と
し
て
3
月
21
日
に
「
ふ

る
さ
と
安
心
・
安
全
出
発
式
」
が
挙
行
さ

れ
ま
す
が
、
統
合
後
の
治
安
体
制
と
し
て
、

本
郷
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
設
立
や
安
心

安
全
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
な
ど
防
犯
基

盤
の
整
備
は
概
ね
整
っ
た
と
考
え
ま
す
が
、

高
齢
化
、
過
疎
化
が
進
展
す
る
中
、
地
域

住
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
こ
と
は
大

き
な
福
祉
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
、
今
後

は
村
民
一
人
一
人
が
犯
罪
の
抑
止
の
意
識

を
向
上
さ
せ
、
防
犯
の
中
核
と
な
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
ま
す
の
で
、
住
民
の
自
主

的
、
主
体
的
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

醸
成
を
図
る
た
め
今
後
も
鋭
意
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。 

な
お
、
警
察
署
の
跡
地
及
び
既
存
建
物

の
取
り
扱
い
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
別
委

員
会
で
の
結
果
を
関
係
機
関
と
も
充
分
協

議
し
な
が
ら
要
望
に
沿
え
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆ 

次
に
、
新
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
き
ま

し
て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
村
民
の
皆
様
の
村
政
に
対
す
る
ご

期
待
に
応
え
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
合

併
を
目
前
に
控
え
た
直
面
す
る
緊
急
の
課

題
へ
の
的
確
な
対
応
と
共
に
、
そ
の
基
盤

と
な
る
財
政
の
健
全
化
を
図
る
こ
と
を
方

針
と
し
な
が
ら
も
、
財
源
不
足
対
策
と
し

て
各
種
の
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
り
収
支

の
均
衡
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

一
方
、
歳
出
に
お
き
ま
し
て
は
、
限
ら

れ
た
予
算
の
重
点
的
な
配
分
と
経
常
的
な

経
費
に
つ
き
ま
し
て
も
基
金
の
取
り
扱
い

な
ど
明
確
で
な
い
こ
と
か
ら
当
面
は
減
額

予
算
と
し
て
収
支
の
均
衡
を
図
り
つ
つ
必

要
な
経
費
は
補
正
予
算
で
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

ま
ず
、
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
の
総
額

は
前
年
度
対
比
13
％
減
の
13
億
5
、

9
6
4
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。 

減
額
予
算
の
主
な
原
因
と
し
て
は
、
村

債
収
入
の
1
億
3
、
2
4
0
万
円
で
、
こ

れ
は
計
画
事
業
が
過
渡
期
を
迎
え
た
こ
と

に
よ
る
普
通
建
設
事
業
費
の
起
債
の
減
額

に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

歳
入
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
税
収

入
を
景
気
の
低
迷
や
個
人
消
費
の
冷
え
込

み
は
予
測
さ
れ
ま
す
が
、
前
年
度
の
課
税

実
績
を
踏
ま
え
6
、
0
7
2
万
円
を
見
込

み
ま
し
た
。 

歳
入
予
算
の
63
％
を
占
め
る
地
方
交
付

税
は
前
年
度
同
額
の
8
億
6
、0
0
0
万
円

を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。 

国
庫
支
出
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
位

一
体
の
改
革
に
よ
り
、
53
％
減
の
2
、

2
8
3
万
2
千
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。 

基
金
か
ら
の
繰
入
金
は
、
前
年
度
対
比

22
％
減
の
1
億
4
、
0
0
0
万
円
と
し
て
、

今
後
の
基
金
の
取
り
扱
い
の
動
向
に
注
意

し
な
が
ら
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

次
に
、
歳
出
の
主
な
も
の
を
ご
説
明
い

た
し
ま
す
。 

ま
ず
、
総
務
費
で
は
陳
情
の
あ
り
ま
し

た
村
内
街
路
灯
の
見
直
し
、
整
備
に
係
る

予
算
、
閉
村
記
念
式
典
に
係
る
予
算
、
岩

国
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
整
備
に
係
る
予

算
、
電
算
統
合
に
係
る
予
算
、
最
終
年
と

な
り
ま
す
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
タ
、
盆
踊
り

大
会
の
経
費
、
村
営
バ
ス
の
老
朽
化
に
伴

う
購
入
予
算
、
農
業
委
員
会
委
員
及
び
村

長
選
挙
に
係
る
費
用
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し

て
お
り
ま
す
。 

民
生
費
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

通
常
補
助
金
、
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
措

置
費
、
国
民
健
康
保
険
事
業
へ
の
繰
出
金
、

老
人
保
健
事
業
へ
の
繰
出
金
、
介
護
保
険

事
業
へ
の
繰
出
金
、
障
害
者
支
援
費
の
給

付
費
、
老
人
福
祉
に
か
か
る
予
算
、
新
た

に
高
額
療
養
費
つ
な
ぎ
資
金
に
係
る
予
算

を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
、
高
齢
者
福
祉
、
障

害
者
福
祉
、
児
童
福
祉
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。 

▲ ふるさと安心安全出発式の様子 
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衛
生
費
で
は
、
各
種
保
健
事
業
に
係
る

予
算
、
各
種
検
診
事
業
に
係
る
予
算
、
廃

棄
物
の
適
正
な
処
理
に
必
要
な
予
算
、
診

療
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
営
農
飲

雑
用
水
事
業
へ
の
繰
出
金
を
計
上
し
村
民

の
健
康
増
進
、
環
境
の
保
全
な
ど
の
必
要

な
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。 

農
林
水
産
業
費
で
は
、
中
山
間
地
域
直

接
支
払
交
付
金
、
放
牧
場
事
業
へ
の
繰
出

金
、
県
工
事
負
担
金
、
林
道
開
設
工
事
、

林
道
舗
装
工
事
、
新
た
に
宇
塚
地
区
飲
用

水
の
水
源
調
査
に
係
る
予
算
を
計
上
し
、

引
き
続
き
農
林
業
の
振
興
、
畜
産
振
興
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

商
工
費
で
は
、
商
工
会
へ
の
補
助
金
な

ど
に
よ
り
商
工
業
の
振
興
、
商
店
街
の
活

性
化
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

土
木
費
で
は
、
県
工
事
負
担
金
、
住
宅

の
維
持
管
理
に
係
る
予
算
、
新
た
に
定
住

団
地
の
土
地
譲
渡
に
係
る
予
算
を
そ
れ
ぞ

れ
計
上
し
、
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

教
育
費
で
は
、
村
内
3
校
の
管
理
運
営

に
係
る
予
算
、
生
涯
学
習
の
推
進
な
ど
社

会
教
育
に
係
る
予
算
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

係
る
予
算
、
山
村
留
学
セ
ン
タ
ー
の
管
理

運
営
に
係
る
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
教

育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
一
体
的
な
発
展

振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

予
備
費
で
は
不
測
の
支
出
に
備
え
る
た

め
計
上
い
た
し
ま
し
た
。 

〜
特
別
会
計
予
算
に 

　
　
　
つ
い
て
は
省
略
〜 

以
上
が
一
般
会
計
予
算
及
び
特
別
会
計

予
算
の
概
要
で
あ
り
ま
す
。 

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆ 

次
に
、
議
案
第
26
号
、
27
号
は
市
町
村

の
合
併
に
関
係
す
る
も
の
で
、
山
口
県
自

治
会
館
管
理
組
合
及
び
山
口
県
市
町
村
災

害
基
金
組
合
の
構
成
市
町
村
の
数
の
増
加
、

減
少
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
議
会
の

議
決
を
い
た
だ
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

議
案
第
28
号
か
ら
議
案
第
31
号
は
条
例

の
制
定
及
び
改
廃
に
関
す
る
も
の
で
、
ま

ず
、
議
案
第
28
号
は
本
郷
村
野
猪
養
繁
殖

施
設
設
置
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
、
当

該
施
設
を
管
理
組
合
に
譲
渡
し
て
公
の
施

設
と
し
て
の
設
置
管
理
条
例
を
廃
止
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。 

議
案
第
29
号
は
本
郷
村
個
人
情
報
保
護

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
、
法
律
の
施
行

に
よ
り
行
政
機
関
の
持
つ
個
人
情
報
の
適

正
な
管
理
な
ど
の
基
本
事
項
を
明
確
に
す

る
た
め
制
定
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

議
案
第
30
号
は
本
郷
村
職
員
旅
費
支
給

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
近
隣
市
町
村
の
旅
費
支
給

状
況
を
踏
ま
え
、
無
支
給
地
域
の
範
囲
を

拡
大
し
行
財
政
改
革
に
対
応
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。 

議
案
第
31
号
は
本
郷
村
人
事
行
政
の
運

営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
制

定
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
方
公
務
員

法
の
改
正
に
よ
り
、
職
員
の
任
用
、
給
与

の
状
況
、
分
限
等
を
公
表
し
人
事
行
政
の

公
正
性
と
透
明
性
を
確
保
し
村
民
の
信
頼

性
を
醸
成
す
る
た
め
制
定
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。 

次
に
、
議
案
第
34
号
は
人
事
案
件
で
あ

り
ま
す
が
、
監
査
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
議
会
の
同
意
を
お
願
い
す
る
も
の
で
、

豊
富
な
経
験
と
識
見
を
考
慮
致
し
ま
し
て
、

神
田
達
暁
氏
が
適
任
と
考
え
再
任
に
つ
い

て
お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

次
に
、
議
案
第
20
号
か
ら
議
案
第
25
号

及
び
議
案
第
33
号
は
平
成
16
年
度
各
会
計

の
補
正
予
算
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

ま
ず
、
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
各

種
工
事
、
負
担
金
な
ど
最
終
決
算
見
込
み

に
よ
る
所
要
の
補
正
を
行
っ
た
結
果
、
7
、

2
7
0
万
8
千
円
の
減
額
と
な
り
、
補
正

後
の
歳
入
歳
出
の
総
額
は
15
億
9
、

5
6
7
万
8
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
減
額
は
歳
出
の
削
減
や
経
費
削
減
に

よ
る
基
金
繰
入
金
の
減
額
3
0
0
0
万
円

と
各
種
事
業
の
決
算
見
込
み
に
よ
る
村
債

の
減
額
2
、
5
1
0
万
円
及
び
地
方
交
付

税
の
減
額
1
、
6
6
0
万
円
が
主
な
要
因

で
あ
り
ま
す
。 

議
案
第
21
号
か
ら
議
案
第
25
号
及
び
議

案
第
33
号
は
各
特
別
会
計
の
補
正
に
関
す

る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
最
終
決
算
見
込
み

に
よ
る
所
要
の
補
正
を
加
え
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。 

ご
審
議
い
た
だ
く
議
案
は
以
上
で
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
際
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

本
郷
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と

に
つ
き
ま
し
て
は
専
決
処
分
に
よ
り
処
理

い
た
し
ま
し
た
。 

次
に
、
本
郷
警
察
署
に
事
務
局
を
設
置

し
て
お
り
ま
す
玖
北
地
区
地
域
安
全
対
策

協
議
会
は
警
察
署
の
統
合
と
共
に
急
激
な

治
安
体
制
の
低
下
を
回
避
す
る
た
め
市
町

村
合
併
ま
で
存
続
さ
せ
事
務
局
を
役
場
内

に
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
去
る
2
月
16
日
に
林
野
庁
所
管

に
係
る
林
道
開
設
事
業
及
び
木
材
産
業
構

造
改
革
強
化
施
設
整
備
事
業
（
山
村
留
学

セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
）
に
つ
い
て
会
計
検

査
を
受
検
し
、
交
流
施
設
の
利
用
頻
度
、

利
用
計
画
の
策
定
な
ど
の
指
摘
は
あ
り
ま

し
た
が
、
無
事
に
検
査
を
終
了
い
た
し
ま

し
た
。 

以
上
、
提
出
議
案
に
つ
き
ま
し
て
、
そ

の
概
要
を
ご
説
明
い
た
し
ま
し
た
。
慎
重

に
ご
審
議
の
上
、
議
決
を
頂
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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本
郷
村
議
会
第
1
回
定
例
会
が
、

3
月
10
日
召
集
さ
れ
15
日
ま
で
の
会

期
で
執
行
部
提
案
を
慎
重
に
審
議
し

た
結
果
、
次
の
と
お
り
議
決
し
ま
し

た
。 

  

1
、
施
政
方
針
及
び
議
案
説
明 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
村
長
） 

2
、
諸
般
の
報
告
（
議
長
） 

3
、
委
員
長
報
告 

　
岩
国
地
域
8
市
町
村
合
併
協
議
会

に
つ
い
て
（
市
町
村
合
併
推
進
特
別

委
員
会
） 

4
、
議
案
第
30
号 

　
本
郷
村
職
員
旅
費
支
給
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例 

5
、
議
案
第
31
号 

　
本
郷
村
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状

況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
制
定 

6
、
議
案
第
29
号 

　
本
郷
村
個
人
情
報
保
護
条
例
の
制

定 7
、
議
案
第
28
号 

　
本
郷
村
野
猪
養
繁
殖
施
設
設
置
条

例
を
廃
止
す
る
条
例 

8
、
議
案
第
32
号 

　
条
例
の
改
正
に
関
す
る
専
決
処
分

（
本
郷
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
） 

9
、
議
案
第
34
号 

　
本
郷
村
監
査
委
員
の
選
任
に
付
き

同
意
を
も
と
め
る
こ
と
に
つ
い
て 

10
、
議
案
第
26
号 

　
山
口
県
自
治
会
館
管
理
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加

及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て 

11
、
議
案
第
27
号 

　
市
町
村
の
廃
置
分
合
に
伴
う
山
口

県
市
町
村
災
害
基
金
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
に
つ

い
て 

12
、
議
案
第
20
号 

　
平
成
16
年
度
本
郷
村
一
般
会
計
補

正
予
算 

13
、
議
案
第
21
号 

　
平
成
16
年
度
本
郷
村
診
療
所
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算 

14
、
議
案
第
22
号 

　
平
成
16
年
度
本
郷
村
歯
科
診
療
所

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算 

15
、
議
案
第
23
号 

　
平
成
16
年
度
本
郷
村
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算 

16
、
議
案
第
24
号 

　
平
成
16
年
度
本
郷
村
老
人
保
健
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算 

17
、
議
案
第
33
号 

　
平
成
16
年
度
本
郷
村
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算 

18
、
議
案
第
25
号 

　
平
成
16
年
度
本
郷
村
営
農
飲
雑
用

水
施
設
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算 
 

  

1
、
議
案
第
10
号 

　
平
成
17
年
度
本
郷
村
一
般
会
計
予
算 

2
、
議
案
第
11
号 

　
平
成
17
年
度
本
郷
村
放
牧
場
事
業

特
別
会
計
予
算 

3
、
議
案
第
12
号 

　
平
成
17
年
度
本
郷
村
診
療
所
事
業

特
別
会
計
予
算 

4
、
議
案
第
13
号 

　
平
成
17
年
度
本
郷
村
歯
科
診
療
所

事
業
特
別
会
計
予
算 

5
、
議
案
第
14
号 

　
平
成
17
年
度
本
郷
村
交
通
災
害
共

済
事
業
特
別
会
計
予
算 

6
、
議
案
第
15
号 

　
平
成
17
年
度
本
郷
村
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
予
算 

7
、
議
案
第
16
号 

　
平
成
17
年
度
本
郷
村
老
人
保
健
事

業
特
別
会
計
予
算 

8
、
議
案
第
17
号 

　
平
成
17
年
度
本
郷
村
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
予
算 

9
、
議
案
第
18
号 

　
平
成
17
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
予
算 

10
、
議
案
第
19
号 

　
平
成
17
年
度
本
郷
村
営
農
飲
雑
用

水
施
設
整
備
事
業
特
別
会
計
予
算 

11
、
議
案
第
35
号 

　
本
郷
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
決
定
に
つ
い
て 

12
、
一
般
質
問 

議
会
報
告 

2
日
目
（
3
月
15
日
） 

1
日
目
（
3
月
10
日
） 

教 育 長  

村 　 長  議 　 長  
●高齢者大学合併説明会 
●自治会長集会 
●山口県町村会定期総会 
●本郷村子ども会弁論大会 
●合併関係首長会議 
●村民スキー教室 
●岩国広域市町村圏協議会 
●岩国地区消防組合議会 
●山口県国保連合会総会 
●合併関連視察研修 
●合併関係首長会議 
●国民健康保険事業運営協議会 
●玖珂郡町村会 
●玖珂郡体育協会理事会 
●本郷村共済年金受給者組合総会 
●県幹部意見交換会 
●本郷村議会第 1 回定例会（ 1 日目） 
●自衛隊入隊者激励式 
●本郷中学校卒業式 
●岩国・玖北交通安全協会統合臨時総会 
●岩国地域 8 市町村合併協議会臨時会 
●本郷村議会第 1 回定例会（ 2 日目） 
 
 
 

●本郷村子ども会弁論大会 
●国民健康保険事業運営協議会 
●新市移行後における議会の事務事業等の調整にかかる協議 
●本郷村議会第 1 回定例会（ 1 日目） 
●本郷中学校卒業式 
●岩国・玖北交通安全協会統合臨時総会 
●岩国地域 8 市町村合併協議会臨時会 
●本郷村議会第 1 回定例会（ 2 日目） 
 
 
 
●山村留学保護者懇談会 
●本郷村子ども会弁論大会 
●管内教育長会議 
●豊かな体験活動推進協議会 
●村教育研究会発表大会 
●スポーツ少年団認定員養成講習会 
●広瀬高校卒業式 
●校長会議 
●管内教育長会議 
●玖珂郡体育協会常任理事会 
●山村留学生修業写真撮影 
●本郷村議会第 1 回定例会（ 1 日目） 
●本郷中学校卒業式 
●本郷村議会第 1 回定例会（ 2 日目） 

公民館 
役　場 
山口市 
公民館 
岩国市 
広島県 
岩国市 
岩国市 
山口市 

秋穂町他 
岩国市 
役　場 
岩国市 
公民館 

活力保養センター 
岩国市 
役　場 
役　場 

本郷中学校 
岩国市 
美和町 
役　場 

 
 
 

公民館 
役　場 
岩国市 
役　場 

本郷中学校 
岩国市 
美和町 
役　場 

 
 
 

山村留学センター 
公民館 
岩国市 
公民館 
公民館 
公民館 
錦　町 

山村留学センター 
岩国市 
公民館 

山村留学センター 
役　場 

本郷中学校 
役　場 

 2 月17日（木） 
 
 2 月18日（金） 
 2 月20日（日） 
 2 月21日（月） 
 2 月22日（火） 
 2 月23日（水） 
 2 月25日（金） 
 2 月28日（月） 
 3 月 1 日（火） 
 3 月 2 日（水） 
 3 月 3 日（木） 
 
 3 月 4 日（金） 
 
 
 3 月10日（木） 
 
 3 月11日（金） 
 
 
 3 月15日（火） 
 
 
 

 2 月20日（日） 
 3 月 3 日（木） 
 
 3 月10日（木） 
 3 月11日（金） 
 
 
 3 月15日（火） 
 
 
 
 2 月19日（土） 
 2 月20日（日） 
 2 月21日（月） 
 2 月23日（水） 
 2 月24日（木） 
 2 月26日（土） 
 3 月 1 日（火） 
 
 3 月 2 日（水） 
 3 月 4 日（金） 
 3 月 9 日（水） 
 3 月10日（木） 
 3 月11日（金） 
 3 月15日（火） 

村長・議長・教育長  動静 
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平成17年度の一般会計予算は 

13億5,964万円で、 
前年度比13.1％減となっています。 

《特別会計予算》 

平成17年度 

放牧場事業特別会計 

診療所事業特別会計 

歯科診療所事業特別会計 

交通災害共済事業特別会計 

農業集落排水事業特別会計 

営農飲雑用水施設整備事業特別会計 

介護保険事業特別会計 

老人保健事業特別会計 

国民健康保険事業特別会計 

合　　　　　　計 

1,506万2千円 

7,836万6千円 

1,479万円 

232万2千円 

6,067万6千円 

1,672万円 

1億7,465万9千円 

2億8,201万円 

1億3,013万円 

7億7,473万5千円 

1,457万3千円 

8,134万5千円 

1,497万6千円 

232万2千円 

6,469万円 

1,703万4千円 

1億8,565万2千円 

2億8,251万円 

1億4,343万5千円 

8億653万7千円 

48万9千円 

297万9千円 

18万6千円 

0円 

401万4千円 

31万4千円 

1,099万3千円 

50万円 

1,330万5千円 

3,180万2千円 

会　　　計　　　名  平成16年度 平成15年度 増　　　減 

1．林道開設事業（松尾谷支線）……………………………… 

2．村営バス更新事業………………………………………… 

3．中山間地域総合整備事業………………………………… 

2,500万円 

1,200万円 

1,300万円 

＊＊平成17年度の主な事業＊＊ 

 

△ 

△ 

 

△ 

△ 

△ 

△ 

△ 

△ 

予備費 
災害復旧費 
諸支出金 

5,616 
18 
1

分担金及び負担金 
使用料及び手数料 
国庫支出金 
諸収入 
地方譲与税 
地方消費税交付金 
自動車取得税交付金 
 

財産収入 
地方特例交付金 
利子割交付金 
配当割交付金 
株式等譲渡所得割交付金 
寄付金 
繰越金 
 

　34,282 
22,384 
22,832 
16,274 
15,980 
10,000 
7,000 

 

6,658 
1,500 
350 
100 
1 
1 
1

歳  出 
1,359,640 
（単位：千円） 

歳  入 
1,359,640 
（単位：千円） 

総務費 
308,322

公債費 
237,103

地方交付税 
860,000

村　債村　債 
83,800

県支出金 
77,757

繰入金繰入金 
140,000

村　債 
83,800

繰入金 
140,000

村税 
60,720

その他 
   137,363

農林水産業費 
127,671

民生費民生費 
234,836

土木費  48,991

議会費  47,511

商工費  14,456
消防費  38,277

衛生費衛生費 
187,061

公債費 
237,103

農林水産業費 
127,671

民生費 
234,836

土木費  48,991

衛生費 
187,061

その他 
5,635

教育費 
109,777

当初予算額 
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《一般会計》  

議会運営・ 
　調査費など 

村債の元利償還 

学校の施設、教育 
費及び社会教育、 
体育振興費など 　火災の出動手当及び消防施設 

整備費、消防署への負担金など 
道路、橋梁の新設改良舗装、用地 
買収費及び河川改良事業費など 

商工業育成、工業用水道 
観光開発費など 

農業振興及び農集 
排水、特産品 

開発費 
など 

保健活動、 
し尿ごみ処理 

対策及び老人保健 
会計への財政援助 

など対策 

老人、児童など 
の福祉対策費及 
び国保会計への 
財政援助 
など 

戸籍、村税賦課徴収、 
選挙、財政、広報及び 

役場経費 
積立金など 

農林水産業費 

議会費 

3万5,012円 

公債費 

その他 

17万4,726円 

4,152円 

教育費 

8万897円 

消防費 

2万8,207円 

土木費 

3万6,102円 
商工費 

1万653円 

9万4,083円 

衛生費 

13万7,849円 

民生費 

17万3,055円 
総務費 

22万7,209円 

（平成17年2月28日現在 1,357人） 

100万1,945円 

村民１人あたりに 
使われる予算 

▲ ふるさとに安心安全をありがとう、そして 
 　これからもよろしく！と語った、ザ･かんば 

　
3
月
21
日
、
本
郷
警
察

署
が
3
月
末
を
も
っ
て
岩

国
警
察
署
へ
統
合
す
る
こ

と
に
と
も
な
い
、
今
後
の

地
域
に
お
け
る
「
安
心
・

安
全
」
を
新
た
な
立
場
で

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
た
め
の
、

ふ
る
さ
と
安
心
・
安
全
出

発
式
が
本
郷
小
中
合
同
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
多
数
の
来
賓

の
参
加
の
も
と
、
山
口
県

警
察
本
部
長
が
式
辞
を
述

べ
、
様
々
な
功
績
の
あ
っ

た
28
名
に
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
、
本
郷
安
全
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
・
に
し
き
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
・
美
川
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
出
発
宣

言
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

地
元
の
活
性
化
に
一
役
買

っ
て
い
る
ザ
・
か
ん
ば
に

よ
る
よ
さ
こ
い
演
舞
や
、

警
察
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
、

カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
の
演
技
等

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
4
月
以
降
は
、
錦
町
の

駐
在
所
を
「
幹
部
交
番
」

と
し
て
、
本
郷
村
に
は
本

郷
駐
在
所
が
設
け
ら
れ
ま

す
。 

▲ 安心で安全なふるさとのため、志を新たにして 
 　息長く活動すると本郷安全パトロール隊の隊長 
　 原田孝親さん 

▲ 感謝状の贈呈 

▲ 警察音楽隊の演奏による“世界に一つだけの花”を本郷小学校児童と本郷警察署員等が合唱しました 

本
郷
警
察
署
１
３
０
年
の
歴
史
に
幕
へ 
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国民年金は、まず届出から！ら！！ 国民年金は、まず届出から！！ 

20歳になったとき 

配偶者の新しい勤務先 

第1号被保険者→役　場 

第3号被保険者→配偶者の勤務先 

役　場 

配偶者の勤務先 

役　場 

役　場 

社会保険事務所 
各金融機関 

第3号被保険者期間を含む 
　　　　　　　　→社会保険事務所 

初診日が第3号被保険者期間の場合
　　　　　　　　→社会保険事務所 

役場 

会社を退職したとき 

年金手帳をなくしたとき 

結婚や退職等で配偶者の
扶養になったとき 

口座振替を開始・停止・
変更するとき 

65歳になったとき 

障害者になったとき 

死亡したとき 

納入書を紛失したとき 

収入が少ないとき 

学生で収入が少ないとき 

厚生年金・共済組合加入者以外は国
民年金に加入手続きをする 

口座振替依頼書を提出 

老齢基礎年金の受給手続きをする 

障害基礎年金の受給手続きをする 

国民年金加入中 
→遺族基礎年金・寡婦年金・ 
　死亡一時金の請求 

国民年金受給中 
→死亡届・未支給年金請求 

納付書の再発行を申し出る 

全額または半額免除の申請をする 

学生納付特例を申請する 

社会保険事務所 

役場 

第1号被保険者期間のみ→ 役場 

初診日に第1号被保険者→ 役場 

老齢基礎年金→社会保険事務所 

その他の国民年金→役場 

役場 

国民年金に加入の手続きをする 
（被扶養者配偶者も同様） 
第3号被保険者への種別変更の手続
きをする 
第3号被保険者から第１号被保険者
への種別変更の手続きをする 
引き続き第3号被保険者となる手続
きをする 

再交付の手続きをする 

配偶者の扶養からはずれ
たとき 
配偶者が会社をかわった
とき 

　農林漁業、自営業などの人とその配偶者、学生、家事手伝いなどの人。加入手続きは自分で市

町村の国民年金担当窓口で行い、保険料は社会保険事務所から送付される納付書によって指定さ

れた銀行・郵便局などで納めます。             

             

 

　厚生年金保険・共済組合に加入している人。加入手続きや保険料納付は会社等が行ってくれる

ので自分で行う必要はありません。             

             

 

　第2号被保険者に扶養されている配偶者。自分で保険料を納める必要はありませんが、市町村

の国民年金窓口で第３号被保険者としての届出が必要です。 

第2号被保険者とは 

第3号被保険者とは 

国
民
年
金
に
加
入
す
る
・
や
め
る 

保
険
料
を
納
め
る 

年
金
を
も
ら
う 

第1号被保険者とは 

こ ん な と き  ど う す る  届 出 先  
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国民健康保険の届出について 国民健康保険の届出について 

老人保健の届出について 老人保健の届出について 

他市町村から転入したとき 

外国人が入るとき 

子供が生まれたとき 

生活保護を受けなくなったとき 

他の健康保険などをやめたとき 

印鑑・転出証明書 

他の市町村へ転出するとき 印鑑・保険証 

他の健康保険などに入ったとき 
（被扶養者になったときも） 

印鑑・国保の保険証・健保の保険証
又は健保に加入したことを証明する
もの 

生活保護を受けはじめたとき 印鑑・保険証・保護開始決定通知書 

死亡したとき 印鑑・保険証・死亡を証明するもの 

外国人がやめるとき 保険証・外国人登録証明書 

外国人登録証明書 

印鑑・保険証・母子健康手帳 

印鑑・保護廃止決定通知書 

印鑑・健保の離脱証明書 

退職者医療制度に該当したとき 

出稼ぎや、長期旅行など個別の保険
証が必要なとき 

修学のため、子どもが他市町村に住
むとき 

75歳になったとき 

印鑑・医療受給者証 

印鑑・医療受給者証・保険証 

印鑑・医療受給者証・新しい保険証 

印鑑・医療受給者証・保険証 

印鑑・保険証 

印鑑・健康手帳・医療受給者証 

印鑑・保険証 

14日以内に 

速やかに 

14日以内に 

14日以内に 

転入後14日以内に 

転出するとき 

誕生日から14日以内に 

転出するとき 

転入したとき 

区域内で住所が変わったとき（転居） 

加入している医療保険が変わったとき 

死亡したとき 

生活保護を受けるようになったり、医療保
険の加入資格を失ったとき 

保険証をなくしたり、汚れて使えな
くなったとき 

住所・世帯名・氏名などが変わった
とき 

印鑑・年金証書・保険証 

印鑑・保険証 

印鑑・保険証・在学証明書 

印鑑・保険証・身分を証明するもの 

印鑑・保険証 

国
保
に
加
入
す
る
と
き 

国
保
を
や
め
る
と
き 

そ
　
の
　
他 

国

民

年

金

 

国
民
健
康
保
険 

老

人

保

健

 

岩
国
社
会
保
険
事
務
所
　   

　
　
2
4
・
2
2
2
6

本
郷
村
役
場
住
民
福
祉
課 

　
　
　
　
7
5
・
2
5
8
2

問
い
合
わ
せ
先 

（9）  

こ ん な と き  必 要 な も の  
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＜健康手帳の交付＞ 
　40歳以上の人で、希望される人に交付しています。5
年間の健康診断の記録や血圧値、医療等の記録の記入が
できるようになっています。必要な人は保健センターま
でお問い合わせください。 

 
＜健康教育＞　　　　 
　本郷村では保健センターや各地区の集会所で、高血圧、
糖尿病等の病気の予防、栄養や運動などの健康に関する
教室を医師、保健師、栄養士等で実施しています。 

＜健康相談＞ 
　保健センターや各地区の集会所、団体の会合等で保健
師による健康相談を実施しています。日時は広報を参照
ください。その他随時、個別での相談も行っています。 
個別相談は、電話で日時を予約の上、ご来所ください。 

＜機能訓練＞ 
　生涯現役を目標に、月2回保健センターでリハビリ教
室を実施しています。運動や作業、レクリェーション等
集団で取り組んでいます。 
　希望される人は、申請書とかかりつけ医の診断書が必
要です。 

＜健康診査＞ 
　生活習慣病の予防や早期発見・早期治療のために実施
しています。集団検診ですので、日程が決まっています。
今年度の予定が決まりましたので、予定にいれておいて
くださいね。 

＜訪問指導＞ 
　保健師が自宅を訪問して、生活習慣病の予防について
の支援を実施しています。 

＜育児相談＞ 
　0歳から3歳までの乳幼児を対象に実施しています。内
容は身体計測、問診、診察（内科・歯科）、栄養相談、
歯みがき指導です。子供さんが、1歳6ヶ月の時と3歳の
時は受診票と尿検査の容器を個別に送付します。 

＜予防接種＞ 
　ポリオは集団で春季と秋季の2回実施します。その他
の予防接種については、本郷村が委託している医療機関
で個別に接種してください。その際は母子健康手帳をご
持参ください。 
　平成17年度の日程と委託医療機関の一覧表は、4月中
までに対象者に送付します。 
　転入者は既に受けられた予防接種をお知らせください。 

＜母子保健栄養強化食品の支給＞ 
　産前産後の各3ヶ月間牛乳の支給を行っています。転
入者で該当される人はお知らせください。 

＜子育て学級等＞ 
　保育所に入所していない子供さんとそのお母さんを対
象に、季節の行事を取り入れた学級を開催しています。又、
母親学級や離乳食学級を随時開催していますので、ご利
用ください。 

＜母子健康手帳の交付＞ 
　妊娠がわかった人は、早めに妊娠届出をしてください。 
※保健師が不在のときがありますので、事前に電話予約
をお願いします。 

こんにちは 
保健師です 

前田保健師 

　保健センターでの主な行事を紹介してみました。現在テレビでも健康番組が多いですが、“健康は１日に
してならず”元気なときからの健康づくり、病気になったときの対処の仕方、心の持ち方等、健康づくりの
拠点である保健センターを十分活用して頂きますようお願い致します。 

　平成16年度リハビリ教室の修了式が行われました。 
　１年間休まず皆勤され、皆勤賞を手にされ笑顔の
皆さんです。 

左側：松中さん（今　市） 
中央：松原さん（波野原） 
右側：松籠さん（仲　田） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

結核・肺がん検診 

胃がん・大腸がん検診 

基本健診 

子宮けいがん検診 

乳がん検診（予約制） 

骨粗鬆症検診（予約制） 

6月6日・7日 

6月20日・21日・22日 

8月22日・23日・24日・29日・30日 

10月21日 

10月21日 

11月16日 

検　診　名 月　　　　日 

【今年度の計画】 

　学校では新入生、会社では新入社員を迎える 
新しいスタートの月ですね。 
　私達も健康管理をスタートさせたいですね。 

本郷村の保健事業の紹介 

4月7日は世界保健デー 「世界保健機関（WHO）」が設立されたこの日にちなんで、 健康への関心を高めてもらうための日になりました。 

皆勤賞 



2005.   4.   1広報 （11） 

本郷村シルバー人材センター 

新年度会員募集 新年度会員募集 

「のぶたかくんを救う会」募金の募集 

新
し
い
職
員
を
紹
介
し
ま
す 

本郷村社会福祉協議会 
（活力センター内　　75-2355） 

　周東町在住の山近展敬君（25才）が『拡張型心筋症』に罹り、
人工心臓で闘病生活を続けていましたが、昨年２月再発し、
移植手術しか助かる道はないと宣告されました。しかし、日
本では心臓移植手術は年４回程度しかなく何時になるか全く
予測が立たない状況にあります。そこで、海外の病院に手術
費用等交渉されているところです。 
　本協議会といたしましては『のぶたかくんを救う会』及び
周東町社協の趣旨に賛同し、募金を募集することといたしま
した。 
　締切期日等は未定ですが、皆様の温かいご支援・ご協力を
お願いいたします。 

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　昨年12月26日に発生したスマトラ沖地震に伴う大津波により、
インドネシアをはじめスリランカ、タイ等甚大な被害を受け、
全国社会福祉協議会並びに本郷村社会福祉協議会では下記によ
り、災害義援金を募集することといたしました。 
　皆様のご協力をお願いいたします。 
　１．募集期間　17年４月25日まで 
　２．金　　額　１口　１，０００円（複数口も受け付けます） 
　３．受付窓口　本郷村社会福祉協議会 

　60才以上の健康で働く意欲があり、センターの趣旨
に賛同し活動していただける方を募集しています。 
◆年会費　3,000円 
◆入会方法　入会申込書を社協に提出 
　　　　　※詳しくは、社協までお問い合わせ下さい。 

　
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
、
左
記
の 

方
々
か
ら
温
か
い
善
意
が
寄
せ
ら
れ 

ま
し
た
。 

　
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

福
祉
基
金
と
し
て 

　
花
柳
会
舞
踊
教
室
様 

見
舞
返
し
と
し
て 

　
村
上
八
重
子
様 

香
典
返
し
と
し
て 

　
深
く
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。 

　
沖
野
美
津
子
様（
亡
父
河
上
益
見
様
） 

　
友
末
　
公
子
様（
亡
夫
光
義
様
） 

　
宮
本
　
正
夫
様（
亡
母
ヨ
シ
子
様
） 

　
原
田
　
和
男
様（
亡
祖
母
ウ
メ
子
様
） 

　
金
田
　
秀
夫
様（
亡
母
末
　
春
子
様
） 

　
三
月
十
日
　
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
の
集
い
を
開
催
し
、
七
十
才
以
上
の

方
、
八
十
三
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
春
ら
し
い
陽
気
に
恵
ま
れ
、

話
も
は
ず
み
一
日
を
楽
し
く
過
ご
さ
れ

ま
し
た
。 

　
開
催
に
あ
た
り
、
招
待
者
の
案
内
を

福
祉
員
の
皆
さ
ん
、
会
場
づ
く
り
等
を

民
生
委
員
の
皆
さ
ん
、
お
弁
当
作
り
を

給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紅
葉
の
会
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
花
柳
会
舞
踊
教
室
の
皆

さ
ん
・
本
郷
保
育
所
の
園
児
の
皆
さ
ん

・
悠
友
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
ご
支
援
・
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た

多
く
の
皆
様
に
紙
面
を
お
借
り
し
て
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

【
社
協
職
員
人
事
異
動
】 

　
事
務
局
長
　
　
　
原
田
　
信
祐 

　
　
　
　
　
　
（
退
職
３
月
末
日
付
） 

　
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

 
　
事
務
局
長
代
理
　
藤
本
　
貴
弘 

　
　
　
　
　
　
（
就
任
４
月
１
日
付
） 

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

（新） （旧） 

ひ
と
り
暮
り
暮
ら
し
高
齢
者

し
高
齢
者
の
集
い 

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い 

中 村 慶 文 
（4月1日付・事務職） 

善
意
の
花
束 



火
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心
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2
月
22
日
、
子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
や
週

末
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど
を

支
援
す
る
、
地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
の

一
環
と
し
て
ス
キ
ー
教
室
が
芸
北
町
文
化
ラ

ン
ド
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
総
勢
44
名
が
参
加

し
、
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
熱
心
な
指
導
の
下
、

参
加
者
全
員
心
地
好
い
汗
を
流
し
、
ス
キ
ー

を
満
喫
し
ま
し
た
。
 

▲ スキークラブの指導を熱心に聞く子ども達 

ス
キ
ー
教
室
 

一
日
消
防
官
 

　
３
月
10
日
、
自
衛
隊
に
入
隊
す
る
井
上

大
樹
さ
ん
の
激
励
会
が
、
村
長
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

　
激
励
会
に
は
藤
本
村
長
を
は
じ
め
、
自

衛
隊
関
係
者
ら
が
出
席
。
会
で
は
激
励
の

言
葉
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
井
上
大
樹
さ

ん
が
「
激
励
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
先
、
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
も

頑
張
り
ま
す
」
と
謝
辞
、
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。
 

▲ 藤本村長より記念品を受け取る井上大樹さん 

▲ 消防隊員から注意点が伝えられました 

    　
１
月
に
行
わ
れ
た
山
口
県
中
学
校
ス
キ

ー
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
中
学
校
男
子
の
部
で
三
浦
克
敏
君

が
見
事
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
優
秀
な
成
績
を
た
た
え
ら
れ
て
、

こ
の
度
、
教
育
委
員
会
表
彰
の
栄
に
輝
き

ま
し
た
。
 

　
今
後
益
々
の
御
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。
 

教
育
委
員
会
表
彰

教
育
委
員
会
表
彰
 

教
育
委
員
会
表
彰
 

本
郷
中
学
校
2
年
　
三
浦
克
敏
君
 

▲ 

自
衛
隊
入
隊
者
を
 

激
励
 

▼ 一日消防官として任命を受けた 
　 梅本美春さん 

   　
3
月
1
日
、
春
の
火
災
予
防
運
動
中
の
一

環
と
し
て
、
梅
本
美
春
さ
ん
が
一
日
消
防
官

に
任
命
さ
れ
、
消
防
職
員
と
一
緒
に
村
内
の

家
を
訪
問

し
、
火
の

元
の
点
検

や
火
災
予

防
を
呼
び

か
け
ま
し

た
。
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※詳しくは 
　　内閣府国民生活局ホームページ〈http://www5.cao.go.jp/seikatsu/kojin/index.html〉をご覧ください。 

事業者はどのようなルールを守ることになるのですか？ Ｑ 

消費者はこの法律により何ができるようになるのですか？ Ｑ 

　個人情報取扱事業者は個人情報の利用目的を明らかにし、その範囲内で個人情報を取り扱わなければならず、
また、本人の同意を得ずに個人データを第三者に提供することは原則禁止されます。これにより、予測のでき
ない個人情報の利用や、身に覚えのない事業者等への個人情報の提供が防止されます。さらに、個人データの

安全管理措置、従業者や委託先への監督など個人情報の適正な取扱いに関するルールが適用されます。 
　なお、事業者が業務規定に違反して、不適切に個人情報を取り扱っている場合には、事業を所管する主務大臣が、
必要に応じて、事業者に対し勧告、命令等の措置をとることとなっており、事業者が命令に従わない場合には、罰則
が適用されます。 

　個人情報の本人は、個人情報取扱事業者に対して、自分に関する情報の開示や訂正等を求めることができる
ほか、事業者が法律の義務に違反して個人情報を取り扱っているときは、その利用停止等を求めることができ
ます。 

　また、個人情報に関するトラブルや疑問は、事業者や、認定を受けた個人情報保護団体による苦情対応のほか、地
方公共団体、国民生活センターの苦情相談窓口などでご相談いただけます。 
　なお、事業者には、法律の規定を遵守するほか、個人情報の保護に主体的に取り組むことが期待されますが、ご自
分の大切な個人情報を守るためには、自分の情報をむやみに提供しないようにするなど、「自分の情報は自分で守る」
という意識を持つことも必要です。 

新たな1歩を踏み出した 
子ども達 

新たな1歩を踏み出した 
子ども達 

新たな1歩を踏み出した 
子ども達 

近年、経済・社会の情報化の進展に伴い、官民を通じて、コンピュータやネットワークを利用して、大
量の個人情報が処理されていますが、個人情報は、その性質上いったん誤った取扱いをされると、個
人に取り返しのつかない被害を及ぼすおそれがあります。 
そこで、だれもが安心して高度情報通信社会の便益を享受するための制度的基盤として平成１５年５月
に成立、公布された個人情報保護法が平成１７年４月１日から全面施行されます。 

3月18日  本郷小学校卒業式 3月18日  波野小学校卒業式 

3月25日  本郷保育所卒園式 3月24日  山村留学センター修業式 

4月1日から 
個人情報保護法が前面施行されます。 
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総　務　課（　75-2311） 
出　納　室（　75-2581） 
住民福祉課（　75-2582） 
企画財政課（　75-2583） 
診　療　所（　75-2770） 
 

産業建設課（　75-2585） 
保健環境課（　75-2350） 
保健センター（　75-2350） 
教育委員会（　75-2056） 
歯科診療所（　75-2370） 
 

伝 言 板  
わからないこと・知りたいことがありま 
したらお電話ください。 

4月 3日 

10日 

17日 

24日 

29日 

錦 中 央 病 院  

近 藤 医 院  

町立美和病院 

福 田 医 院  

錦 中 央 病 院  

TEL  72-2321 

TEL  95-0070 

TEL  96-1155 

TEL  77-0012 

TEL  72-2321

固 定 資 産 税  1期分 

納期限は５月２日です 
納付は便利な口座振替で 

今月の納税 

世帯数 

人　口 

（男） 

（女） 

670世帯 

1,357人 

644人 

713人  

（－ 2） 

（－ 2） 

（－ 1） 

（－ 1） 

（対前月比） 

（2月末） 人 の 動 き  

※急な変更があることがございますので、来られる前に 
　ご確認をお願いいたします。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
敬
称
略
〕 

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す 

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

ひ
ら
お
か 

ゆ
う
き 

（
平
成
17
年
2
月
9
日
生
） 

） 

　
出
生
児
　
　
　
親
の
名
　
　
住
　
所 

平
岡
　
優
貴
　
　
和
　
也
　
　
今
　
市 

　
　
　
　
　
　
　
悦
　
子
　
　 

　
氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
住
　
所 

河
上
　
益
見
　
　
　
　
　
　
　
波
野
原 

友
末
　
光
義
　
　
　
　
　
　
　
神
　
田 

宮
本
ヨ
シ
子
　
　
　
　
　
　
　
中
　
山 

末
　
　
春
子
　
　
　
　
　
　
　
下
宇
塚 

   　
平
成
17
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
次
の

期
間
縦
覧
の
用
に
供
し
ま
す
。 

　
縦
覧
と
は
、
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
事
項（
課
税
額
、
評
価
額
等
）を
事
前
に
関

係
者
に
お
見
せ
す
る
こ
と
で
す
。 

縦
覧
期
間 

　
4
月
１
日
（
金
）
〜
5
月
2
日
（
月
）
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
勤
務
時
間
内
） 

縦
覧
で
き
る
人 

◆
所
有
者
（
納
税
義
務
者
）
ま
た
は
、
所
有

者
と
同
居
の
家
族 

◆
納
税
管
理
者 

◆
所
有
者
か
ら
委
任
を
受
け
た
も
の 

   
○
期
間
　
５
月
９
日
（
月
）
〜
５
月
20
日
（
金
）

　
　
　
※
土
、
日
を
除
く
10
日
間 

○
場
所
　
美
和
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　
（
美
和
町
平
原
） 

○
内
容
　
芝
生
の
管
理
、
樹
木
の
剪
定
等 

○
対
象
　
雇
用
・
就
職
を
希
望
す
る
55
歳
以

上
〜
65
歳
未
満
の
方 

○
募
集
人
員
　
20
名 

　
　
　
　
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

○
受
講
料
　
無
料 

○
申
込
方
法
　
４
月
20
日
（
水
）
ま
で
に
ハ
ガ

キ
に
講
習
名
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
性
別
・
年
齢
・

生
年
月
日
を
記
入
の
う
え
、

（
社
）山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
（
〒
７
５
３
・

０
０
８
３
　
山
口
市
後
河
原

１
５
０
・
１
）
へ
お
申
込
く

だ
さ
い
。 

 
  

　
村
内
の
夜
桜
を
楽
し
め
る
よ
う
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
を
行
い
ま
す
。 

◆
日
時
　
4
月
上
旬
（
桜
の
開
花
時
期
に
あ
わ

せ
ま
す
）
午
後
7
時
〜
午
後
9
時
（
雨
天
中

止
）  

◆
場
所
　
本
郷
小
学
校 

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
本
郷
村
企
画
財
政
課
　

　
電
話
７
５
・
２
５
８
３ 

 

  

　
「
一
般
幹
部
候
補
生
」
「
医
科
・
歯
科
、

薬
剤
科
幹
部
候
補
生
」
を
募
集
し
ま
す
。 

◆
受
付
期
間 

　
4
月
4
日
（
月
）
〜
5
月
13
日
（
金
） 

　
詳
し
く
は
自
衛
隊
岩
国
募
集
事
務
所
（
電

話
２
３
・
１
５
８
０
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集 

固
定
資
産
課
税
の
縦
覧 
さ
く
ら
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ 

シ
ニ
ア
の
た
め
の
緑
地
保
全
管
理
講
習
会 

（
受
講
生
募
集
） 

特
設
人
権
相
談
所
開
設 

   　
家
庭
内
で
の
悩
み
や
も
め
ご
と
、
相
談
や

遺
言
に
関
す
る
こ
と
、
金
銭
の
貸
借
・
借
地

借
家
の
問
題
、
近
隣
間
の
も
め
ご
と
、
登
記

に
関
す
る
こ
と
、
差
別
・
い
じ
め
・
体
罰
に

関
す
る
こ
と
、
子
供
に
関
す
る
悩
み
事
な
ど
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。
な
お

秘
密
は
絶
対
に
守
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
 

◆
日
　
時
 

　
4
月
21
日（
木
）
午
前
9
時
〜
正
午
 

◆
場
　
所
 

　
山
村
セ
ン
タ
ー
 

◆
担
当
者
 

・
地
元
人
権
擁
護
委
員
　
諫
早
文
作
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
田
達
暁
 

・
法
務
局
職
員
 

 

休 日当番医  
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〜
第
8
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
〜  

○
対
象
者 

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成
17
年
4
月
1

日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が

い
な
い
場
合
に
、次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人 

１
、
弔
慰
金
の
受
給
権
者 

２
、
戦
没
者
等
の
子 

３
、
①
父
母
　
②
孫
　
③
祖
父
母
　
④
兄
弟
姉
妹 

（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
方
等
は

除
か
れ
ま
す
） 

４
、
右
記
３
以
外
の
①
父
母
　
②
孫
　
③
祖
父
母
　
④
兄
弟

姉
妹 

５
、
右
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族 

（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
） 

○
支
給
内
容 

　
額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記
名
国
債 

○
請
求
期
間 

　
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で 

○
問
い
合
わ
せ
・
請
求
窓
口 

　
本
郷
村
住
民
福
祉
課
　
電
話
７
５
・
２
５
８
2

   
　
国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
を
募
集
し
て
い
ま

す
。 

　
採
用
試
験
の
要
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

◆
受
験
資
格 

○
昭
和
53
年
４
月
２
日
〜
昭
和
59
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
者 

○
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
次

に
掲
げ
る
者 

（1）
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
18
年
３
月

ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
も
の 

（2）
人
事
院
が
（1）
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
も
の 

◆
受
験
受
付
期
間 

○
４
月
１
日
（
金
）
か
ら
４
月
15
日
（
金
）
ま
で

（
４
月
15
日
消
印
有
効
） 

◆
受
験
申
込
書
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
請
求
、
問

い
合
わ
せ
先 

　
○
広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係 

（
〒
7
3
0
・
8
5
2
1
　
広
島
県
広
島
市

中
区
上
八
丁
堀
6
・
30
　
電
話
0
8
2
・

2
2
1
・
9
2
1
1
） 

   
【
未
成
年
者
飲
酒
防
止
の
た
め
の
取
組
】 

　
日
本
で
は
、「
未
成
年
者
飲
酒
禁
止
法
」

に
よ
り
、
20
歳
未
満
の
者
の
飲
酒
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。 

主
な
内
容 

①
　
満
20
歳
未
満
の
者
は
酒
を
飲
ん
で
は

な
ら
な
い
。 

②
　
親
や
親
の
代
理
を
す
る
者
は
、
未
成

年
者
で
あ
る
子
供
の
飲
酒
を
制
止
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

③
　
酒
類
を
扱
う
販
売
業
者
や
飲
食
業
者

は
、
未
成
年
者
が
自
分
で
飲
む
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
る
場
合
に
は
販
売
を
し
て

は
な
ら
な
い
。 

④
　
酒
類
を
扱
う
販
売
業
者
や
飲
食
業
者

は
、
未
成
年
者
の
飲
酒
防
止
に
資
す
る

た
め
、
年
齢
の
確
認
そ
の
他
必
要
な
措

置
を
講
じ
る
も
の
と
す
る
。 

⑤
　
②
に
違
反
し
た
者
は
科
料
に
、
③
に

違
反
し
た
も
の
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
す
。 

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ 

未
成
年
者
飲
酒
防
止 

の
推
進 

国
税
専
門
官
募
集 

不
正
ガ
ソ
リ
ン
１
１
０
番 

   　
こ
ん
な
ガ
ソ
リ
ン
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

 

卸
業
者
に
関
す
る
情
報 

◆
飛
込
み
（
電
話
等
）
で
安
い
売
り
込
み
が
あ
る 

◆
ガ
ソ
リ
ン
車
対
応
の
燃
料（
ア
ル
コ
ー
ル
燃
料
等
）

の
売
り
込
み
が
あ
る
。 

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
関
す
る
情
報 

◆
ガ
ソ
リ
ン
と
ガ
ソ
リ
ン
以
外
の
燃
料
（
灯
油
・

ア
ル
コ
ー
ル
燃
料
等
）
を
混
ぜ
て
い
る
と
い
う

噂
が
あ
る 

　
　
　
　
　
　
　
← 

　
灯
油
や
ア
ル
コ
ー
ル
燃
料
な
ど
を
混
和
し
た

不
正
ガ
ソ
リ
ン
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。 

 

　
不
正
ガ
ソ
リ
ン
は
、
車
に
悪
影
響
が
あ
る
ば

か
り
で
は
な
く
、
揮
発
油
税
の
脱
税
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。 

 

あ
な
た
の
情
報
を
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ 

　
　
0
1
2
0
・
2
8
3
・
1
1
0

　
村
内
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
卒
業
生
た
ち
が

新
し
い
道
へ
歩
き
は
じ
め
ま
し
た
。
 

　
在
校
生
や
保
護
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

地
域
の
方
と
の
思
い
出
、
な
ん
で
も
な
い
毎
日

も
、
今
で
は
宝
物
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

　
4
月
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
が
本
郷
で
学
ん
だ
こ

と
を
活
か
し
て
、
夢
に
向
か
っ
て
き
っ
と
大
き

く
は
ば
た
い
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

　
せ
っ
か
く
の
年
度
始
め
で
す
。
卒
業
生
だ
け

で
な
く
、
み
な
さ
ん
も
何
か
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 （

藤
岡
）
 

 
 
日　時：４月17日（日） 
　　　　午前９時30分～午後２時 
会　場：美川町根笠大水車周辺 
内　容：運試しくじ引き（先着順）、お茶席、も

ちまき、ウォークラリーなど 
問合せ： 美川町企画振興課　電話 76－0314 
 
 
 
日　時：４月29日（祝） 
　　　　午前９時～午後３時30分 
会　場：寂地山 
内　容：カタクリの花が咲く寂地山をみんなで

登る  
　　　　（申込み期限：４月21日まで） 
参加料：1,500円 
問合せ：錦町教育委員会　電話 72－2215 
 
 
 
日　時：４月17日（日）午前10時～正午 
会　場：弥栄湖浄心広場 
内　容：弥栄ダムの地鎮祭、稚児行列など。遊

歩道では、弥栄峡の美しい景観が楽し
める 

問合せ：美和町商工会　電話 96－0132 
 
 
 
日　時：４月９日（土）・10日（日） 
　　　　午前10時～午後３時 
会　場：錦帯橋及び吉香公園周辺 
内　容：能舞台、物産市、お茶席、竹細工教室

など 
問合せ：岩国市観光課　電話41－1477 
 
 
 
日　時：４月29日（祝） 
　　　　午前８時30分～午後３時30分 
会　場：錦帯橋周辺 
内　容：江戸時代の参勤交代を今に再現する時

代絵巻など各種イベント（クイズ、南
条踊、鉄砲隊、岩国太鼓） 

問合せ：岩国市観光課　電話41－1477

フ
セ
イ
ヤ
ラ
サ
ン
1
1
0
番
 

春の大水車まつり 

錦町歩こう大会 

弥栄湖春のまつり 

錦帯橋さくらまつり 

錦帯橋まつり 

編
集
後
記 
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4月の行事予定表 

生
涯
学
習
…
…
… 

ひ
と
り
一
学
習
　
一
ス
ポ
ー
ツ
　
一
趣
味
　
一
奉
仕 

毎月１日は　 
『県民交通安全の日』 
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日 時　刻 行　　事　　内　　容 場　　所 日 時　刻 行　　事　　内　　容 場　　所 

5（火） 

1（金） 

7（木） 

6（水） 

8（金） 

13（水） 

14（木） 

12（火） 

19（火） 

20（水） 

15（金） 

22（金） 

21（木） 

28（木） 

29（金） 

26（火） 

27（水） 

 8 ：00 

 9 ：30 

 

 8 ：00 

 9 ：30 

 

 8 ：00 

 9 ：30 

 

 8 ：00 

 9 ：00 

 9 ：30 

 

 9 ：30 

 

 

 8 ：00 

 9 ：30 

 9 ：30 

 

 8 ：00 

 

 8 ：00 

 9 ：30

可燃物収集日 

歯科診療日 

 

可燃物収集日 

歯科診療日 

 

茶色ビン収集日 

心配ごと相談 

 

プラスチックごみ・ペットボトル収集日 

特設人権相談所開設 

歯科診療日 

 

歯科診療日 

 

給食サービスの日 

可燃物収集日 

歯科診療日 

補聴器相談 

 

不燃物収集日 

 

プラスチックごみ・ペットボトル収集日 

歯科診療日 

 

みどりの日 

村 内  

山村センター 

 

村 内  

山村センター 

 

村 内  

山村センター 

 

村 内  

山村センター 

山村センター 

 

山村センター 

 

 

村 内  

山村センター 

山村センター 

 

村 内  

 

村 内  

山村センター 

可燃物収集日 

歯科診療日 

本郷保育所入所式 

 

給食サービスの日 

可燃物収集日 

歯科診療日 

 

古紙・古着収集日 

 

プラスチックごみ・ペットボトル収集日 

歯科診療日 

 

生き生き“ほんごう”健康クラブ 

歯科診療日 

波野小学校入学式 

本郷小学校入学式 

本郷中学校入学式 

 

給食サービスの日 

可燃物収集日 

歯科診療日 

健康相談 

 

アルミ缶・スチール缶収集日 

子育て学級 

 

プラスチックごみ・ペットボトル収集日 

歯科診療日 

 8 ：00 

 9 ：30 

10：00 

 

 

 8 ：00 

 9 ：30 

 

 8 ：00 

 

 8 ：00 

 9 ：30 

  

 9 ：00 

 9 ：30 

 9 ：30 

11：00 

14：00 

 

 

 8 ：00 

 9 ：30 

13：00 

 

8 ：00 

10：00 

 

 8 ：00 

 9 ：30

村 内  

山村センター 

本 郷 保 育 所  

 

 

村 内  

山村センター 

 

村 内  

 

村 内  

山村センター 

 

保健センター 

山村センター 

波 野 小 学 校  

本 郷 小 学 校  

本 郷 中 学 校  

 

 

村 内  

山村センター 

保健センター 

 

村 内  

保健センター 

 

村 内  

山村センター 

サ　ー　ク　ル　名 場　　　　　所 活　　　　動　　　　日 時　　間 

本 郷 生 花 教 室  
波 野 生 花 教 室  
花 柳 会 舞 踊 教 室  
悠 友 サ ー ク ル  
本 郷 勘 場 吟 友 会  
英 会 話 教 室  
大 正 琴 つ く しグループ  
ら か ん 茶 道 教 室  
民 芸 教 室  
本 郷 詩 舞 教 室  
ら か ん 太 鼓  
若 月 流 健 康 体 操 教 室  
本郷フォークダンスクラブ 
ス ト レ ッ チ 編 教 室  
本 郷 編 物 教 室  
茅 原 す み れ グ ル ー プ  
小 原 流 生 花 教 室  

公 民 館  
波野中集落センター  
公 民 館  
公民館・きらめき交流プラザ 
公 民 館  
公民館・山村留学センター 
公 民 館  
保 健 セ ン タ ー  
公 民 館  
公 民 館  
本 谷 小 学 校  
公 民 館  
公 民 館  
波 野 原 集 会 所  
公 民 館  
公 民 館  
公 民 館  

 9 ：00 
 9  ：00 
13：00 
19：00 
19：30 
14：00 
13：30 
13：30 
 9  ：00 
19：00 
20：00 
19：30 
 9  ：00 
 9  ：00 
10：00 
14：00 
 9  ：30

 5 日・17日 
16日 
 5 日・12日・19日・26日 
13日・27日 
 2 日・ 9 日・16日・23日・30日 
23日 
 1 日・ 8 日・15日・22日・29日 
 13日・27日 
20日 
 3 日・10日・17日・24日 
 1 日・ 8 日・15日・22日・29日 
21日 
 4 日・18日・25日 
 4 日・18日 
 5 日・19日 
17日 
14日・28日 

4月のサークル活動日程表 
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